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1900（明治33）年～1948（昭和23）年
東京都生まれ。　
1939（昭和14）年の作品。水彩・紙(37.5×54.5㎝)。

　日本中学で図画教師の真野紀太郎と出会い、本格的に水彩
画を始める。1922年、油彩中心の東京美術学校西洋画科に入学。
水彩を描き続けたため、先輩や同級生に「なぜ水彩画を描く
のか」と尋ねられることもあったが、油彩の勉強は水彩画の
可能性について深く考えるきっかけとなった。

　同校を卒業後、絵の本質を学ぶために渡仏。滞欧生活を送る
中で、優れた水彩画を描くのは水彩画家であるとは限らず、画
家として優れた人が良い水彩画を描くと実感し、水彩画家だか 
らといって水彩絵具に執着する必然はないという認識を持った。
　帰国後、1934年の帝展で『優駿出場』を出品。水彩画とし
ては久しぶりの特選を果たした。その後、全国的規模で水彩
画の研究会や展覧会を行い、1938年には北海道開催の水彩画
講習会に講師として来札している。　

◇　　　◇　　　◇
　多彩な筆致で描かれた緑が「水彩らしさ」を感じさせる作品。
斜めに伸びる樹木の構図も、画面に動きを与えている。
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